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司
祭　

オ
ー
ガ
ス
チ
ン　

小
　
林
　
尚
　
明

広
島
平
和
礼
拝
と
の
10
年

広
島
平
和
礼
拝
と
の
10
年

　

今
年
も
多
く
の
参
加
者
を
得
て
、

広
島
平
和
礼
拝
が
終
わ
り
ま
し
た
。

日
本
聖
公
会
の
全
て
の
現
職
の
主

教
、
韓
国
か
ら
金
根
祥
首
座
主
教
も

お
迎
え
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

ご
奉
仕
く
だ
さ
っ
た
皆
様
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。
こ
の
10
年
を
振
り
返
っ

て
何
か
書
く
よ
う
に
広
報
部
か
ら
依

頼
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
思
い
つ
く
ま

ま
書
い
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

＊
事
の
起
こ
り

　

２
０
０
４
年
の
６
月
に
行
わ
れ
た

沖
縄
研
修
に
参
加
し
ま
し
た
。
聖
公

会
神
学
院
の
同
級
生
上
原
榮
正
司
祭

（
現
主
教
）
か
ら
「
小
林
先
生
も
大

変
な
こ
と
で
す
ね
。
平
和
の
こ
と
を

す
る
の
に
何
も
沖
縄
ま
で
来
な
く
て

も
、
広
島
で
す
る
こ
と
が
あ
る
ん

じ
ゃ
な
い
で
す
か
」
と
指
摘
さ
れ
ま

し
た
。
今
か
ら
思
え
ば
、
そ
の
一
言

が
、広
島
平
和
礼
拝
の「
種
」で
し
た
。

広
島
に
帰
り
、
教
区
と
相
談
し
て
、

次
の
年
が
広
島
被
爆
60
年
で
し
た
か

ら
、
一
年
か
け
て
準
備
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。自
分
の
学
び
と
し
て
、

Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
の
碑
め
ぐ
り
サ
ー
ク
ル
に

入
れ
て
い
た
だ
き
、
一
年
か
け
て
広

島
に
点
在
す
る
原
爆
の
遺
産
や
関
係

場
所
を
学
ん
で
い
き
ま
し
た
。
そ
の

学
び
の
中
で
、
以
後
10
年
指
導
し
て

下
さ
る
こ
と
に
な
る
、
原
爆
資
料
館

の
ピ
ー
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
今
田
洋
子

先
生
と
知
り
合
い
ま
し
た
。そ
し
て
、

先
生
に
平
和
公
園
は
勿
論
、
御
幸
橋

コ
ー
ス
、
大
本
営
コ
ー
ス
の
研
修
を

し
て
い
た
だ
き
、
述
べ
40
名
近
い
聖

公
会
の
メ
ン
バ
ー
が
研
修
を
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
中
か
ら
今

年
は
10
名
が
３
コ
ー
ス
の
ガ
イ
ド
と

し
て
奉
仕
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

＊
発
展

　

被
爆
60
年
の
礼
拝
は
、
半
日
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
し
た
が
、
２
２
０
名
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
翌
年
２
０
０

６
年
11
月
に
南
ア
フ
リ
カ
の
デ
ズ
モ

ン
ド
・
ツ
ツ
大
主
教
様
が
広
島
に
来

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
チ
ベ
ッ
ト
の

僧
侶
の
方
も
お
招
き
し
て
、「
平
和

の
祈
り
」
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開

催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
会
場

を
探
し
ま
し
た
が
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の

世
界
平
和
記
念
聖
堂
が
い
い
の
で
は

な
い
か
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
お
話

を
持
っ
て
い
く
と
肥
塚
侾
司
神
父
が

対
応
く
だ
さ
り
、
素
晴
ら
し
い
会
が

出
来
ま
し
た
。そ
の
準
備
段
階
か
ら
、

「
８
月
の
平
和
行
事
を
一
緒
に
し
ま

せ
ん
か
。」
と
い
う
お
話
が
あ
り
、

平
和
公
園
の
供
養
塔
の
前
で
の
「
祈

り
の
集
い
」、「
平
和
行
進
」、
世
界

平
和
記
念
聖
堂
で
の
「
祈
願
ミ
サ
」

に
も
招
待
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
肥
塚
神
父
と
の
出
会

い
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
ル
ル
ド
へ
の
カ

ト
リ
ッ
ク
・
聖
公
会
合
同
巡
礼
や
復

活
教
会
の
東
隣
、
上
幟
町
公
園
で
の

ホ
ー
ム
レ
ス
の
人
た
ち
へ
の
炊
き
出

し
へ
と
発
展
し
て
、
炊
き
出
し
も
今

年
の
８
月
で
丸
６
年
に
な
り
ま
し

た
。
平
和
を
求
め
て
行
な
っ
て
い
る

行
動
が
、
神
の
国
の
実
現
に
導
か
れ

て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

＊
広
島
平
和
礼
拝
の
目
的

１
．
原
爆
犠
牲
者
を
追
悼
し
、
世
界

平
和
の
た
め
に
祈
る
。

２
．
原
爆
の
悲
惨
さ
、
戦
争
の
愚
か

さ
を
次
世
代
を
担
う
人
た
ち
に
伝

え
る
。

３
．「
主
の
平
和
」
を
学
び
、
そ
の

実
現
の
た
め
に
活
動
す
る
。

と
定
め
て
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
２

０
０
７
年
か
ら
は
、
各
教
区
か
ら
聖

職
１
名
、
信
徒
１
名
の
派
遣
を
要
請

し
、
広
島
で
の
滞
在
費
を
こ
ち
ら
で

負
担
し
て
い
ま
す
。
こ
の
要
請
が
遠

距
離
の
参
加
を
容
易
に
し
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
ま
た
年
々
、
参
加
す
る

生
徒
や
学
生
が
増
え
る
中
、
匿
名
で

多
額
の
献
金
を
く
だ
さ
っ
た
方
が
あ

り
、
そ
の
生
徒
や
学
生
に
一
人
１
万

円
の
補
助
も
提
供
し
て
い
ま
す
。

＊
Ｗ
Ｃ
Ｃ
来
会

　

今
年
の
平
和
礼
拝
と
同
時
期
に
、

Ｗ
Ｃ
Ｃ（
世
界
教
会
協
議
会
）
の
巡

礼
団
17
名
が
広
島
に
来
ら
れ
ま
し

た
。
管
区
渉
外
主
事
の
ポ
ー
ル
・
ト

ル
ハ
ー
ス
ト
司
祭
の
お
計
ら
い
で
し

た
。
５
日
の
カ
ト
リ
ッ
ク
と
聖
公
会

の
合
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
平
和
の
た
め

の
祈
り
の
集
い
」
で
、
巡
礼
団
の
団

長
メ
ア
リ
ー
・
ス
エ
ン
ソ
ン
監
督
が

平
和
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
一
番
い
い
と
こ
ろ
を
Ｗ
Ｃ

Ｃ
に
持
っ
て
い
か
れ
た
、
と
い
う
見

方
も
あ
り
ま
す
が
、
神
様
が
Ｗ
Ｃ
Ｃ

を
遣
わ
し
て
く
だ
さ
っ
て
、
カ
ト

リ
ッ
ク
と
聖
公
会
の
絆
を
祝
福
し
て

く
だ
さ
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

　

今
年
の
平
和
礼
拝
の
参
加
者
は
２

２
０
名
を
超
え
て
い
ま
し
た
。
最
初

に
蒔
か
れ
た
「
種
」
が
祝
福
さ
れ
て
、

30
倍
、
60
倍
、
２
２
０
倍
に
な
っ
た
、

と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
す
べ
て

を
導
か
れ
た
神
様
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。

８
月
23
日
（
日
）

　

ヨ
シ
ヤ　

吉　

谷　

啓　

次

岡
山
聖
オ
ー
ガ
ス
チ
ン
教
会

７
月
５
日
（
日
）

　

モ
ニ
カ　

石　

橋　

カ
ズ
子

　
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
カ　
片　

岡　

則　

子

　

パ
ウ
ロ　

本　

間　
　
　

淳

　

高
知
聖
パ
ウ
ロ
教
会

７
月
19
日
（
日
）

　

マ
リ
ア　

益　

田　

夏　

花

　

明
石
聖
マ
リ
ア
・
マ
グ
ダ
レ
ン
教
会

８
月
２
日
（
日
）

　

マ
リ
ア　

安　

信　

恵　

美

　

ハ
ン
ナ　

柳　

原　

康　

子

倉
敷
聖
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
教
会

８
月
８
日
（
土
）

　

ア
グ
ネ
ス　

寺　

本　

美
奈
子

　
　
　
　
　
　

前　

田　

哲　

志

呉
信
愛
教
会

７
月
21
日
（
火
）

　

ハ
ン
ナ　

國　

弘　

幸　

子

神
戸
聖
ペ
テ
ロ
教
会

７
月
27
日
（
月
）

　

ア
ン
デ
レ　

宇　

山　

光　

義

神
戸
聖
ミ
カ
エ
ル
教
会

８
月
22
日
（
土
）

　
ベ
タ
ニ
ヤ
の
マ
リ
ヤ　
佐　

藤　

タ
マ
ヱ

徳
島
イ
ン
マ
ヌ
エ
ル
教
会

８
月
23
日
（
日
）

　

ヨ
シ
ヤ　

吉　

谷　

啓　

次

岡
山
聖
オ
ー
ガ
ス
チ
ン
教
会

７
月
９
日
（
木
）

　
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ　
八　

代　
　
　

優

　

神
戸
聖
ミ
カ
エ
ル
教
会
よ
り

川
口
基
督
教
会
へ

７
月
11
日
（
土
）

　

セ
シ
リ
ア　

若　

林　
　
　

知

　

横
浜
聖
ア
ン
デ
レ
教
会
よ
り

神
戸
聖
ミ
カ
エ
ル
教
会
へ

８
月
４
日
（
火
）

　

ソ
フ
ィ
ア　

上　

野　
　
　

光

　

神
戸
聖
ミ
カ
エ
ル
教
会
よ
り

横
浜
聖
ア
ン
デ
レ
教
会
へ

◎
徳
島
聖
テ
モ
テ
教
会

　

７
月
25
日（
土
）、「
教
会
で
楽
し

む
大
人
の
ワ
イ
ン
会
」が
行
わ
れ
た
。

世
界
中
の
ワ
イ
ン
（
ミ
サ
ワ
イ
ン
）

と
持
ち
寄
り
フ
ー
ド
で
歓
談
し
、
礼

拝
堂
で
三
木
姉
の
リ
ー
ド
で
賛
美
を

す
る
と
い
っ
た
初
め
て
の
試
み
で
、

盛
況
。
年
内
に
、
第
２
弾
を
予
定
し

て
い
る
。詳
し
く
は
、当
教
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
米
子
聖
ニ
コ
ラ
ス
教
会

　

８
月
７
日（
金
）
〜
８
日（
土
）、

大
山
に
あ
る
松
蔭
ロ
ッ
ジ
に
て
米
子

聖
ニ
コ
ラ
ス
教
会
の
子
ど
も
の
教
会

学
校
の
キ
ャ
ン
プ
が
行
わ
れ
た
。

　

初
日
は
、
流
し
そ
う
め
ん
と
手
巻

き
寿
司
を
食
べ
、
夜
は
キ
ャ
ン
ド
ル

サ
ー
ビ
ス
や
花
火
、
肝
試
し
、
夜
の

虫
探
し
。
翌
日
は
礼
拝
後
、
川
遊
び

で
楽
し
み
、
自
分
た
ち
で
に
ぎ
っ
た

お
に
ぎ
り
や
川
で
冷
や
し
た
ス
イ
カ

を
食
べ
て
、
大
山
の
自
然
を
堪
能
し

た
キ
ャ
ン
プ
と
な
っ
た
。

◎
日
曜
学
校
キ
ャ
ン
プ

　

７
月
27
日（
月
）〜
28
日（
火
）
広

島
伝
道
区
合
同
日
曜
学
校
夏
キ
ャ
ン

プ
が
、下
関
祈
り
の
家
で
行
わ
れ
た
。

初
日
は
対
岸
の
門
司
ま
で
足
を
の
ば

し
て
鉄
道
科
学
館
の
見
学
や
関
門
海

峡
を
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
。
夜
は
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
ー
で
モ
ー
セ
の
十
戒
を
鑑

賞
し
た
。
翌
日
は
海
響
館（
水
族
館
）

で
夏
休
み
の
宿
題
準
備
を
行
っ
た
。

子
ど
も
26
名
、
保
護
者
と
ス
タ
ッ
フ

15
名
が
参
加
し
た
。

◎
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
メ
ン
ト
･
キ
ャ
ン
プ

　

８
月
13
日（
木
）
〜
14
日（
金
）

広
島
伝
道
区
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
メ
ン
ト

キ
ャ
ン
プ
が
下
関
祈
り
の
家
で
行
わ

れ
、
伝
道
区
内
の
聖
職
・
信
徒
16
名

が
集
ま
っ
た
。
こ
の
キ
ャ
ン
プ
は
伝

道
区
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン

プ
で
、
初
日
は
開
会
礼
拝
の
後
、
バ

イ
ブ
ル
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
そ

れ
ぞ
れ
の
教
会
や
伝
道
区
の
あ
り
方

や
課
題
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。
夜

は
場
所
を
唐
戸
に
移
し
て
関
門
海
峡

花
火
大
会
を
信
徒
宅
の
屋
上
よ
り
観

覧
し
た
。
翌
日
朝
に
は
聖
餐
式
に
与

り
、
最
後
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

伝
道
区
へ
の
提
案
を
ま
と
め
て
解
散

し
た
。

　

７
月
29
日（
水
）〜
31
日（
金
）
、

神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
を
会
場
に

第
59
回
全
国
保
育
者
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

毎
夏
、
全
国
の
聖
公
会
の
幼
稚

園
・
保
育
園
で
働
く
保
育
者
が
一
同

に
会
し
、
学
び
と
親
睦
を
深
め
る
集

い
で
す
。
各
教
区
が
持
ち
回
り
で
担

当
し
ま
す
が
、
今
年
は
神
戸
教
区
と

大
阪
教
区
の
担
当
で
し
た
。
実
行
委

員
長
の
福
永
君
二
兄
（
良
善
幼
稚

園
・
園
長
）を
中
心
に
、実
行
委
員
、

教
区
内
の
幼
稚
園
・
保
育
園
関
係
者

が
準
備
・
運
営
を
担
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
一
人
ひ
と
り
が
講
演
や
分

科
会
を
通
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
保
育

の
原
点
に
立
ち
返
り
、
子
ど
も
達
や

保
護
者
と
の
か
か
わ
り
を
振
り
返
る

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

鳩
だ
よ
り

鳩
だ
よ
り
《
敬
称
略
》

祝　
　

堅　
　

信

祝　
　

聖　
　

婚

ご　
　

逝　
　

去

教　

籍　

移　

動

1日
3日
4日
8日
9日
13日
17日
17日
18日
19日
20日
22日
28日
30日

司 祭
司 祭
司　祭
宣教師
司 祭
司　祭
伝道師
司 祭
伝道師
司　祭
司 祭
伝道師
宣教師
宣教師

クリストファー
山 本 早 太
山 辺 久 吉
ハ イ ド
児 玉 　 正
木 俣 茂 世
内 田 歌 子
ハ ン コック
末 吉 信 子
側 垣 正 己
秋 田 哲 三
塩 原 以 満
マ ッ キ ー
ボサンケット

レイモンド

パウロ
ヴァイオレット

アンデレ
モーセ
ルデヤ

ウイリアム
チッポラ
ヨハネ
パウロ

ジャネット
エイミ

日時　2015年11月５日（木）午前10：30
場所　神戸聖ミカエル大聖堂
司式　主教　中村　　豊
説教　司祭　河村　博之

11月の教区関係教役者
逝去記念聖餐式

＊11月の記念逝去教役者＊

逝去年月日不明の方々もお祈りします。

（
広
島
復
活
教
会
牧
師
、　
　
　
　
　

浜
田
基
督
教
会
管
理
牧
師
）

（
杉
野
　
記
）

スエンソン監督（メソジスト）と通訳の中村主教

大会実行委員

徳
島
伝
道
区

山
陰
伝
道
区

広
島
伝
道
区

祝　
　

洗　
　

礼

聖
公
会
保
育
連
盟

　
　      

全
国
保
育
者
大
会
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８
月
５
日（
水
）
〜
６
日（
木
）、

広
島
平
和
礼
拝
２
０
１
５
が
行
わ

れ
、約
２
２
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
５
日（
水
）
午
前

９
時
30
分
か
ら
の
碑
巡
り
に
始
ま

り
、
午
後
１
時
か
ら
大
屋
美
代
子
さ

ん
の
被
爆
証
言
、
広
島
女
学
院
高
等

学
校
２
年
生
の
山
下
未
来
さ
ん
に
よ

る
平
和
の
主
張
、
そ
し
て
中
村
教
区

主
教
に
よ
る
広
島
平
和
礼
拝
10
年
を

振
り
返
っ
て
の
講
話
が
あ
り
ま
し

た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
に
心
に
深
く
響
く
も
の

で
し
た
が
、
被
爆
体
験
の
風
化
が
危

惧
さ
れ
る
な
か
、今
回
、次
世
代
の
山

下
さ
ん
か
ら
力
強
い
平
和
の
主
張
を

聞
け
た
こ
と
は
大
き
な
喜
び
で
し
た
。

　

山
下
さ
ん
は
、
広
島
女
学
院
に
お

け
る
平
和
教
育
な
ど
の
紹
介
を
さ

れ
、
そ
の
学
び
か
ら
自
分
た
ち
の
世

代
が
原
爆
の
悲
劇
を
語
り
継
ぐ
決
意

を
堅
く
し
て
い
る
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
今
回
、
こ
の
礼
拝
に
参
加
し

た
聖
公
会
関
係
学
校
生
徒
た
ち
が
、

広
島
女
学
院
が
取
り
組
ん
で
い
る

「
核
廃
絶
の
た
め
の
署
名
活
動
」
を

共
に
行
っ
た
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
こ

と
か
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
広
島
平
和
公
園
に
て
カ

ト
リ
ッ
ク
と
合
同
の「
祈
り
の
集
い
」

と
平
和
行
進
。
午
後
７
時
か
ら
の
世

界
平
和
記
念
聖
堂
で
の
「
平
和
の
た

め
の
祈
り
の
集
い
」
で
は
、Ｗ
Ｃ
Ｃ

副
議
長
に
よ
る
説
教
、
ラ
マ
教
僧
侶

の
方
々
の
声
明
な
ど
、
宗
派
を
超
え

て
平
和
を
祈
り
ま
し
た
。

　

翌
６
日（
木
）
午
前
８
時
か
ら
広

島
復
活
教
会
に
て
、
日
本
聖
公
会
全

教
区
主
教
及
び
大
韓
聖
公
会
の
金
根

祥
首
座
主
教
の
ご
臨
席
の
も
と
、
中

村
教
区
主
教
司
式
、
武
藤
謙
一
九
州

教
区
主
教
の
説
教
に
よ
り
広
島
原
爆

逝
去
者
記
念
聖
餐
式
が
行
な
わ
れ
、

原
爆
犠
牲
者
追
悼
と
平
和
の
た
め
に

共
に
祈
り
ま
し
た
。

　

被
爆
70
年
の
節
目
の
年
に
こ
の
よ

う
に
広
島
平
和
礼
拝
を
守
る
こ
と
が

で
き
た
こ
と
を
感
謝
し
た
い
と
思
い

ま
す
。　

司
祭 

ミ
カ
エ
ル 

小
南
　
　
晃

ラ
フ
ァ
エ
ル  

藤
井  

漱
之
介

サ
ム
エ
ル 

芳
我
　
顕
司

　
こ
れ
ま
で
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｎ（N

ature and 
Hum

an Com
m
unication Netw

ork

：

国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
）
で
は
ア

ジ
ア
で
活
動
す
る
方
々
と
の
交
わ
り

を
通
し
て
、
中
古
救
急
車
寄
贈
、
貧

困
層
支
援
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
就

学
・
生
活
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
し
て
４
月
、
そ
の
支
援
先
の

一
つ
で
あ
る
ネ
パ
ー
ル
に
大
地
震
が

発
生
し
ま
し
た
。

 

前
々
回
の
「
鳩
だ
よ
り
」
で
ご
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
よ
う
に
、
カ

ト
リ
ッ
ク
の
川
岡
俊
子
シ
ス
タ
ー
と

連
絡
を
取
り
合
い
、
緊
急
支
援
の
準

備
を
開
始
し
ま
し
た
。
川
岡
シ
ス

タ
ー
と
カ
ト
リ
ッ
ク
関
係
者
は
地
震

直
後
に
現
地
へ
赴
き
緊
急
物
資
を
届

け
、
私
は
教
会
と
地
域
、
ま
た
新
聞

社
な
ど
に
働
き
か
け
、
お
陰
さ
ま
で

１
万
ド
ル
と
い
う
義
援
金
を
携
え

て
、
７
月
５
日
、
ネ
パ
ー
ル
へ
出
発

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 

到
着
後
、
川
岡
シ
ス
タ
ー
と
合
流

し
、
震
源
地
の
ゴ
ル
カ
郡
ソ
ウ
ラ
パ

ニ
へ
向
け
そ
の
後
の
実
態
調
査
に
出

発
。
し
か
し
、
震
災
と
雨
期
で
道
が

寸
断
さ
れ
、
目
的
地
ま
で
た
ど
り
着

け
ず
、
麓
の
ド
レ
ニ
村
で
聞
き
取
り

を
行
い
ま
し
た
。

 

７
月
20
日
、
ネ
パ
ー
ル
第
二
の
都

市
ポ
カ
ラ
に
あ
る
カ
ト
リ
ッ
ク
施
設

で
今
後
の
支
援
方
法
な
ど
に
つ
い
て

会
合
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
義
援
金
の

送
り
先
で
あ
る
イ
エ
ズ
ス
会
ピ
ー

タ
ー
神
父
（
カ
ト
リ
ッ
ク
の
支
援
活

動
責
任
者
）
、
ソ
ウ
ラ
パ
ニ
か
ら
危

険
な
道
の
り
を
下
っ

て
来
ら
れ
た
上
級
学

校
校
長
パ
ネ
ル
先
生

か
ら
現
地
の
詳
し
い

状
況
を
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ソ
ウ

ラ
パ
ニ
は
山
岳
地
帯

で
支
援
が
届
か
な
い

こ
と
。
被
災
住
宅
等

の
建
設
は
雨
期
で
政

府
が
建
築
を
制
限
し
、
今
も
テ
ン
ト

暮
ら
し
で
あ
る
こ
と
。
学
校
は
倒
壊

し
空
き
地
に
テ
ン
ト
を
張
っ
て
授
業

を
行
っ
て
い
る
こ
と
。
食
糧
、
生
活

必
需
品
、
子
ど
も
達
の
文
具
が
不
足

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

こ
の
国
の
震
災
対
応
は
地
域
に

よ
っ
て
大
き
な
格
差
が
あ
り
ま
す
。

支
援
の
届
か
な
い
人
々
に
笑
顔
が
も

ど
る
こ
と
が
私
た
ち
の
祈
り
で
あ

り
、
務
め
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
ど
う
か
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援

を
お
願
い
し
た
し
ま
す
。

広
島
平
和
礼
拝
２
０
１
５

　

「
第
52
回
中
高
生
大
会
の
大
会
長

は
藤
井
漱
之
介
君
で
す
！
」
こ
こ
か

ら
今
年
の
中
高
生
大
会
が
始
ま
り
ま

し
た
。
最
初
は
、
大
会
長
の
大
変
さ

を
分
か
っ
て
い
る
つ
も
り
で
し
た

が
、
実
際
し
て
み
る
と
今
ま
で
の
大

会
長
が
ど
れ
だ
け
大
変
だ
っ
た
か
を

思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
大
会
の
テ
ー
マ
は
「
宝
探
し
」

で
し
た
。
僕
自
身
こ
の
中
高
生
大
会

で
多
く
の
も
の
を
得
て
き
ま
し
た
。

な
の
で
、
初
参
加
の
中
高
生
の
み
ん

な
、
今
ま
で
何
度
も
中
高
生
大
会
に

参
加
し
て
く
れ
て
い
る
み
ん
な
に
一

つ
で
も
多
く
、
自
分
な
り
の
「
宝
」

を
見
つ
け
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
か

ら
、
今
回
の
テ
ー
マ
を
決
め
ま
し

た
。
そ
れ
に
あ
た
り
、
敬
和
学
園
高

等
学
校
宗
教
主
任
の
野
間
光
顕
先
生

を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
ま
し
た
。

野
間
先
生
自
身
も
20
年
前
中
高
生
大

会
に
参
加
し
て
い
た
O
B
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
中
高
生
の
目
線
で
話
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
の
テ
ー

マ
で
あ
る
「
宝
探
し
」
に
つ
い
て
、

自
分
が
中
高
生
大
会
に
来
る
ま
で
の

経
緯
や
中
高
生
大
会
で
受
け
た
刺
激

や
得
た
宝
物
、
大
人
気
漫
画

「
O
N
E　

P
I
E
C
E
」
を
題
材

と
し
た
お
話
な
ど
、
中
高
生
が
理
解

し
や
す
い
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
特
に
自
分
が
一
番
印
象
に

残
っ
て
い
る
の
は
、
野
間
先
生
が
、

嫌
々
来
た
中
高
生
大
会
で
自
分
の
人

生
が
変
わ
っ
て
今
キ
リ
ス
ト
教
関
係

の
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
と
い
う
話
で

す
。
こ
の
中
高
生
大
会
が
自
分
の
人

生
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
い
え

る
よ
う
な
出
来
事
に
な
る
と
い
う
こ

と
に
、
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の

他
多
く
の
中
高
生
か
ら
も
「
聞
き
や

す
く
て
面
白
か
っ
た
」
「
と
て
も
い

い
話
だ
っ
た
」
な
ど
の
多
く
の
声
を

聴
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
今
年
は
48
名
の
中
高
生
が

来
て
く
れ
ま
し
た
。
特
に
横
浜
教
区

の
中
高
生
や
松
蔭
中
学
生
、
今
大
会

が
初
参
加
の
中
高
生
な
ど
、
多
く
の

中
高
生
が
集
ま
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

大
会
長
と
し
て
は
多
く
の
中
高
生
の

つ
な
が
り
が
で
き
る
こ
と
は
な
に
よ

り
も
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。
ま
た
来

年
も
、
多
く
の
中
高
生
が
集
ま
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
今
年
は
本
部
の
中
高
生
が

僕
を
含
め
て
２
名
で
し
た
。
第
52
回

中
高
生
大
会
は
決
し
て
本
部
の
２
名

で
作
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
チ
ャ
プ
レ
ン
を
は
じ
め
、
役

員
の
中
高
生
、
家
族
、
教
会
の

方
々
、
そ
し
て
毎
回
温
か
く
お
い
し

い
ご
飯
を
作
っ
て
い
た
だ
い
た
２
人

の
シ
ェ
フ
、『
忘
れ
ら
れ
な
い
最
後

の
夜
』
を
作
っ
て
く
だ
さ
っ
た
教
役

者
の
方
々
、
そ
の
他
多
く
の
方
の
支

え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
成
功
し
た
も

の
で
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
こ
の
第
52
回
中
高
生
大

会
を
み
ん
な
で
作
れ
た
こ
と
、
新
た

な
中
高
生
と
の
つ
な
が
り
、
仲
間
と

の
思
い
出
、
自
分
自
身
多
く
の
宝
物

を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

や
っ
ぱ
り
僕
は
中
高
生
大
会
が
大
好

き
で
す
！
こ
の
中
高
生
大
会
が
い
つ

ま
で
も
続
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
来
年
も
中
高
生
大
会
に
来

て
く
だ
さ
い
！

　

８
月
４
日（
火
）〜
６
日（
木
）、
青

年
交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
戦
後

70
年
と
い
う
時
が
経
過
し
た
こ
と
を

心
に
留
め
る
た
め
、
広
島
平
和
礼
拝

に
参
加
し
、
実
際
に
広
島
の
地
に

立
っ
て
、
平
和
に
つ
い
て
考
え
ま
し

た
。

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

　

主
の
平
和
を
祈
り
ま
す
。
８
月
５

日
、
暑
い
陽
射
し
の
中
、
私
は
原
爆

ド
ー
ム
の
前
に
い
ま
し
た
。
１
８
６

８
年
、
明
治
維
新
の
果
て
に
新
た
な

世
が
始
ま
り
、
日
本
は
文
明
開
化
を

迎
え
ま
す
。
し
か
し
誰
一
人
、
こ
の

近
代
化
の
果
て
を
見
通
す
こ
と
は
出

来
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
実
に
、
明

治
新
政
府
誕
生
か
ら
原
子
爆
弾
投
下

ま
で
77
年
し
か
経
っ
て
い
ま
せ
ん
。

原
爆
ド
ー
ム
を
前
に
し
て
、
人
類
が

作
り
出
し
た
歴
史
を
私
は
実
感
し
ま

し
た
。
歴
史
は
進
歩
す
る
だ
け
で
な

く
、
時
に
退
化
も
す
る
の
で
す
。
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
や
正
義
が
絡
む
と
、
人

は
容
易
に
悲
惨
な
行
為
を
展
開
し
ま

す
。
原
子
爆
弾
投
下
や
大
量
虐
殺
、

そ
し
て
粛
清
、
平
凡
な
人
間
が
起
こ

し
得
る
、
妄
動
と
い
う
全
体
主
義
の

危
険
性
が
そ
こ
に
は
存
在
し
ま
す
。

凡
人
が
作
り
出
し
た
20
世
紀
と
い
う

時
代
か
ら
、
私
は
学
び
ま
す
。
戦
後

70
年
、
我
々
は
一
つ
の
節
目
に
立
っ

て
い
ま
す
。
で
す
が
、
古
今
東
西
い

つ
の
時
代
も
、
人
に
は
未
来
が
見
え

ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
先
の
見
え
な
い

不
安
に
あ
っ
て
も
、
時
は
流
れ
、
人

は
立
ち
止
ま
る
こ
と
を
許
さ
れ
な
い

の
で
す
。
今
、
自
分
が
し
て
い
る
判

断
・
行
い
が
正
し
い
の
か
ど
う
か
、

そ
れ
は
時
を
経
て
歴
史
が
証
し
し
ま

す
。
今
を
生
き
る
人
間
に
出
来
る
こ

と
は
、
今
を
賢
明
に
生
き
る
こ
と
で

す
。
我
々
は
歴
史
か
ら
学
ば
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。
全
体
主
義
に
流
さ
れ
な

い
た
め
、
悲
惨
な
歴
史
を
繰
り
返
さ

な
い
た
め
、
自
ら
を
、
そ
し
て
歴
史

を
省
み
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
私
は

そ
の
機
能
を
祈
り
の
中
に
見
出
し
ま

す
。
内
省
と
し
て
の
祈
り
の
大
切

さ
、
そ
れ
を
今
回
の
青
年
交
流
会
、

広
島
平
和
礼
拝
を
通
し
て
再
認
識
し

ま
し
た
。
誠
実
に
祈
り
を
捧
げ
、
自

分
自
身
、
そ
し
て
歴
史
と
対
話
を

し
、
時
勢
に
対
し
て
客
観
的
な
視
点

を
持
つ
こ
と
、
こ
れ
が
時
代
を
超
え

て
キ
リ
ス
ト
者
に
必
要
な
自
律
的
態

度
だ
と
、
私
は
感
じ
ま
す
。

（
広
島
平
和
礼
拝
実
行
委
員
）

（
神
戸
聖
ヨ
ハ
ネ
教
会
信
徒
）

（
姫
路
顕
栄
教
会
信
徒
）

　
　

  

（
徳
山
聖
マ
リ
ア
教
会
信
徒
・　
　

Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｎ
事
務
局
長
）

Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｎ
ネ
パ
ー
ル
震
災
支
援
募
金

口
座
：
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

１
５
５
８
０ - 

２
１
１
３
１
８
５
１

名
義
人
：
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｎ 

山
本
ア
サ
子

青
年
交
流
会

青
年
交
流
会

マ
リ
ア 

山
本
ア
サ
子

「
大
地
震
後
の
ネ
パ
ー
ル
を
訪
ね
て
」

「
大
地
震
後
の
ネ
パ
ー
ル
を
訪
ね
て
」

広島原爆逝去者記念聖餐式

ドレニ村、手作業での復旧は進まない

中
高
生 

み
ん
な
で
探
し
た 

宝
物

広
島
の
地
に
立
っ
て
、

　
　
　
　 

感
じ
た
こ
と

し
ょ
う
み
ょ
う
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８
月
５
日（
水
）
〜
６
日（
木
）、

広
島
平
和
礼
拝
２
０
１
５
が
行
わ

れ
、約
２
２
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
５
日（
水
）
午
前

９
時
30
分
か
ら
の
碑
巡
り
に
始
ま

り
、
午
後
１
時
か
ら
大
屋
美
代
子
さ

ん
の
被
爆
証
言
、
広
島
女
学
院
高
等

学
校
２
年
生
の
山
下
未
来
さ
ん
に
よ

る
平
和
の
主
張
、
そ
し
て
中
村
教
区

主
教
に
よ
る
広
島
平
和
礼
拝
10
年
を

振
り
返
っ
て
の
講
話
が
あ
り
ま
し

た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
に
心
に
深
く
響
く
も
の

で
し
た
が
、
被
爆
体
験
の
風
化
が
危

惧
さ
れ
る
な
か
、今
回
、次
世
代
の
山

下
さ
ん
か
ら
力
強
い
平
和
の
主
張
を

聞
け
た
こ
と
は
大
き
な
喜
び
で
し
た
。

　

山
下
さ
ん
は
、
広
島
女
学
院
に
お

け
る
平
和
教
育
な
ど
の
紹
介
を
さ

れ
、
そ
の
学
び
か
ら
自
分
た
ち
の
世

代
が
原
爆
の
悲
劇
を
語
り
継
ぐ
決
意

を
堅
く
し
て
い
る
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
今
回
、
こ
の
礼
拝
に
参
加
し

た
聖
公
会
関
係
学
校
生
徒
た
ち
が
、

広
島
女
学
院
が
取
り
組
ん
で
い
る

「
核
廃
絶
の
た
め
の
署
名
活
動
」
を

共
に
行
っ
た
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
こ

と
か
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
広
島
平
和
公
園
に
て
カ

ト
リ
ッ
ク
と
合
同
の「
祈
り
の
集
い
」

と
平
和
行
進
。
午
後
７
時
か
ら
の
世

界
平
和
記
念
聖
堂
で
の
「
平
和
の
た

め
の
祈
り
の
集
い
」
で
は
、Ｗ
Ｃ
Ｃ

副
議
長
に
よ
る
説
教
、
ラ
マ
教
僧
侶

の
方
々
の
声
明
な
ど
、
宗
派
を
超
え

て
平
和
を
祈
り
ま
し
た
。

　

翌
６
日（
木
）
午
前
８
時
か
ら
広

島
復
活
教
会
に
て
、
日
本
聖
公
会
全

教
区
主
教
及
び
大
韓
聖
公
会
の
金
根

祥
首
座
主
教
の
ご
臨
席
の
も
と
、
中

村
教
区
主
教
司
式
、
武
藤
謙
一
九
州

教
区
主
教
の
説
教
に
よ
り
広
島
原
爆

逝
去
者
記
念
聖
餐
式
が
行
な
わ
れ
、

原
爆
犠
牲
者
追
悼
と
平
和
の
た
め
に

共
に
祈
り
ま
し
た
。

　

被
爆
70
年
の
節
目
の
年
に
こ
の
よ

う
に
広
島
平
和
礼
拝
を
守
る
こ
と
が

で
き
た
こ
と
を
感
謝
し
た
い
と
思
い

ま
す
。　

司
祭 

ミ
カ
エ
ル 

小
南
　
　
晃

ラ
フ
ァ
エ
ル  

藤
井  

漱
之
介

サ
ム
エ
ル 

芳
我
　
顕
司

　
こ
れ
ま
で
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｎ（N

ature and 
Hum

an Com
m
unication Netw

ork

：

国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
）
で
は
ア

ジ
ア
で
活
動
す
る
方
々
と
の
交
わ
り

を
通
し
て
、
中
古
救
急
車
寄
贈
、
貧

困
層
支
援
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
就

学
・
生
活
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
し
て
４
月
、
そ
の
支
援
先
の

一
つ
で
あ
る
ネ
パ
ー
ル
に
大
地
震
が

発
生
し
ま
し
た
。

 

前
々
回
の
「
鳩
だ
よ
り
」
で
ご
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
よ
う
に
、
カ

ト
リ
ッ
ク
の
川
岡
俊
子
シ
ス
タ
ー
と

連
絡
を
取
り
合
い
、
緊
急
支
援
の
準

備
を
開
始
し
ま
し
た
。
川
岡
シ
ス

タ
ー
と
カ
ト
リ
ッ
ク
関
係
者
は
地
震

直
後
に
現
地
へ
赴
き
緊
急
物
資
を
届

け
、
私
は
教
会
と
地
域
、
ま
た
新
聞

社
な
ど
に
働
き
か
け
、
お
陰
さ
ま
で

１
万
ド
ル
と
い
う
義
援
金
を
携
え

て
、
７
月
５
日
、
ネ
パ
ー
ル
へ
出
発

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 

到
着
後
、
川
岡
シ
ス
タ
ー
と
合
流

し
、
震
源
地
の
ゴ
ル
カ
郡
ソ
ウ
ラ
パ

ニ
へ
向
け
そ
の
後
の
実
態
調
査
に
出

発
。
し
か
し
、
震
災
と
雨
期
で
道
が

寸
断
さ
れ
、
目
的
地
ま
で
た
ど
り
着

け
ず
、
麓
の
ド
レ
ニ
村
で
聞
き
取
り

を
行
い
ま
し
た
。

 

７
月
20
日
、
ネ
パ
ー
ル
第
二
の
都

市
ポ
カ
ラ
に
あ
る
カ
ト
リ
ッ
ク
施
設

で
今
後
の
支
援
方
法
な
ど
に
つ
い
て

会
合
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
義
援
金
の

送
り
先
で
あ
る
イ
エ
ズ
ス
会
ピ
ー

タ
ー
神
父
（
カ
ト
リ
ッ
ク
の
支
援
活

動
責
任
者
）
、
ソ
ウ
ラ
パ
ニ
か
ら
危

険
な
道
の
り
を
下
っ

て
来
ら
れ
た
上
級
学

校
校
長
パ
ネ
ル
先
生

か
ら
現
地
の
詳
し
い

状
況
を
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ソ
ウ

ラ
パ
ニ
は
山
岳
地
帯

で
支
援
が
届
か
な
い

こ
と
。
被
災
住
宅
等

の
建
設
は
雨
期
で
政

府
が
建
築
を
制
限
し
、
今
も
テ
ン
ト

暮
ら
し
で
あ
る
こ
と
。
学
校
は
倒
壊

し
空
き
地
に
テ
ン
ト
を
張
っ
て
授
業

を
行
っ
て
い
る
こ
と
。
食
糧
、
生
活

必
需
品
、
子
ど
も
達
の
文
具
が
不
足

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

こ
の
国
の
震
災
対
応
は
地
域
に

よ
っ
て
大
き
な
格
差
が
あ
り
ま
す
。

支
援
の
届
か
な
い
人
々
に
笑
顔
が
も

ど
る
こ
と
が
私
た
ち
の
祈
り
で
あ

り
、
務
め
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
ど
う
か
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援

を
お
願
い
し
た
し
ま
す
。

広
島
平
和
礼
拝
２
０
１
５

　

「
第
52
回
中
高
生
大
会
の
大
会
長

は
藤
井
漱
之
介
君
で
す
！
」
こ
こ
か

ら
今
年
の
中
高
生
大
会
が
始
ま
り
ま

し
た
。
最
初
は
、
大
会
長
の
大
変
さ

を
分
か
っ
て
い
る
つ
も
り
で
し
た

が
、
実
際
し
て
み
る
と
今
ま
で
の
大

会
長
が
ど
れ
だ
け
大
変
だ
っ
た
か
を

思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
大
会
の
テ
ー
マ
は
「
宝
探
し
」

で
し
た
。
僕
自
身
こ
の
中
高
生
大
会

で
多
く
の
も
の
を
得
て
き
ま
し
た
。

な
の
で
、
初
参
加
の
中
高
生
の
み
ん

な
、
今
ま
で
何
度
も
中
高
生
大
会
に

参
加
し
て
く
れ
て
い
る
み
ん
な
に
一

つ
で
も
多
く
、
自
分
な
り
の
「
宝
」

を
見
つ
け
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
か

ら
、
今
回
の
テ
ー
マ
を
決
め
ま
し

た
。
そ
れ
に
あ
た
り
、
敬
和
学
園
高

等
学
校
宗
教
主
任
の
野
間
光
顕
先
生

を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
ま
し
た
。

野
間
先
生
自
身
も
20
年
前
中
高
生
大

会
に
参
加
し
て
い
た
O
B
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
中
高
生
の
目
線
で
話
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
の
テ
ー

マ
で
あ
る
「
宝
探
し
」
に
つ
い
て
、

自
分
が
中
高
生
大
会
に
来
る
ま
で
の

経
緯
や
中
高
生
大
会
で
受
け
た
刺
激

や
得
た
宝
物
、
大
人
気
漫
画

「
O
N
E　

P
I
E
C
E
」
を
題
材

と
し
た
お
話
な
ど
、
中
高
生
が
理
解

し
や
す
い
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
特
に
自
分
が
一
番
印
象
に

残
っ
て
い
る
の
は
、
野
間
先
生
が
、

嫌
々
来
た
中
高
生
大
会
で
自
分
の
人

生
が
変
わ
っ
て
今
キ
リ
ス
ト
教
関
係

の
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
と
い
う
話
で

す
。
こ
の
中
高
生
大
会
が
自
分
の
人

生
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
い
え

る
よ
う
な
出
来
事
に
な
る
と
い
う
こ

と
に
、
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の

他
多
く
の
中
高
生
か
ら
も
「
聞
き
や

す
く
て
面
白
か
っ
た
」
「
と
て
も
い

い
話
だ
っ
た
」
な
ど
の
多
く
の
声
を

聴
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
今
年
は
48
名
の
中
高
生
が

来
て
く
れ
ま
し
た
。
特
に
横
浜
教
区

の
中
高
生
や
松
蔭
中
学
生
、
今
大
会

が
初
参
加
の
中
高
生
な
ど
、
多
く
の

中
高
生
が
集
ま
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

大
会
長
と
し
て
は
多
く
の
中
高
生
の

つ
な
が
り
が
で
き
る
こ
と
は
な
に
よ

り
も
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。
ま
た
来

年
も
、
多
く
の
中
高
生
が
集
ま
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
今
年
は
本
部
の
中
高
生
が

僕
を
含
め
て
２
名
で
し
た
。
第
52
回

中
高
生
大
会
は
決
し
て
本
部
の
２
名

で
作
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
チ
ャ
プ
レ
ン
を
は
じ
め
、
役

員
の
中
高
生
、
家
族
、
教
会
の

方
々
、
そ
し
て
毎
回
温
か
く
お
い
し

い
ご
飯
を
作
っ
て
い
た
だ
い
た
２
人

の
シ
ェ
フ
、『
忘
れ
ら
れ
な
い
最
後

の
夜
』
を
作
っ
て
く
だ
さ
っ
た
教
役

者
の
方
々
、
そ
の
他
多
く
の
方
の
支

え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
成
功
し
た
も

の
で
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
こ
の
第
52
回
中
高
生
大

会
を
み
ん
な
で
作
れ
た
こ
と
、
新
た

な
中
高
生
と
の
つ
な
が
り
、
仲
間
と

の
思
い
出
、
自
分
自
身
多
く
の
宝
物

を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

や
っ
ぱ
り
僕
は
中
高
生
大
会
が
大
好

き
で
す
！
こ
の
中
高
生
大
会
が
い
つ

ま
で
も
続
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
来
年
も
中
高
生
大
会
に
来

て
く
だ
さ
い
！

　

８
月
４
日（
火
）〜
６
日（
木
）、
青

年
交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
戦
後

70
年
と
い
う
時
が
経
過
し
た
こ
と
を

心
に
留
め
る
た
め
、
広
島
平
和
礼
拝

に
参
加
し
、
実
際
に
広
島
の
地
に

立
っ
て
、
平
和
に
つ
い
て
考
え
ま
し

た
。

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

　

主
の
平
和
を
祈
り
ま
す
。
８
月
５

日
、
暑
い
陽
射
し
の
中
、
私
は
原
爆

ド
ー
ム
の
前
に
い
ま
し
た
。
１
８
６

８
年
、
明
治
維
新
の
果
て
に
新
た
な

世
が
始
ま
り
、
日
本
は
文
明
開
化
を

迎
え
ま
す
。
し
か
し
誰
一
人
、
こ
の

近
代
化
の
果
て
を
見
通
す
こ
と
は
出

来
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
実
に
、
明

治
新
政
府
誕
生
か
ら
原
子
爆
弾
投
下

ま
で
77
年
し
か
経
っ
て
い
ま
せ
ん
。

原
爆
ド
ー
ム
を
前
に
し
て
、
人
類
が

作
り
出
し
た
歴
史
を
私
は
実
感
し
ま

し
た
。
歴
史
は
進
歩
す
る
だ
け
で
な

く
、
時
に
退
化
も
す
る
の
で
す
。
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
や
正
義
が
絡
む
と
、
人

は
容
易
に
悲
惨
な
行
為
を
展
開
し
ま

す
。
原
子
爆
弾
投
下
や
大
量
虐
殺
、

そ
し
て
粛
清
、
平
凡
な
人
間
が
起
こ

し
得
る
、
妄
動
と
い
う
全
体
主
義
の

危
険
性
が
そ
こ
に
は
存
在
し
ま
す
。

凡
人
が
作
り
出
し
た
20
世
紀
と
い
う

時
代
か
ら
、
私
は
学
び
ま
す
。
戦
後

70
年
、
我
々
は
一
つ
の
節
目
に
立
っ

て
い
ま
す
。
で
す
が
、
古
今
東
西
い

つ
の
時
代
も
、
人
に
は
未
来
が
見
え

ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
先
の
見
え
な
い

不
安
に
あ
っ
て
も
、
時
は
流
れ
、
人

は
立
ち
止
ま
る
こ
と
を
許
さ
れ
な
い

の
で
す
。
今
、
自
分
が
し
て
い
る
判

断
・
行
い
が
正
し
い
の
か
ど
う
か
、

そ
れ
は
時
を
経
て
歴
史
が
証
し
し
ま

す
。
今
を
生
き
る
人
間
に
出
来
る
こ

と
は
、
今
を
賢
明
に
生
き
る
こ
と
で

す
。
我
々
は
歴
史
か
ら
学
ば
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。
全
体
主
義
に
流
さ
れ
な

い
た
め
、
悲
惨
な
歴
史
を
繰
り
返
さ

な
い
た
め
、
自
ら
を
、
そ
し
て
歴
史

を
省
み
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
私
は

そ
の
機
能
を
祈
り
の
中
に
見
出
し
ま

す
。
内
省
と
し
て
の
祈
り
の
大
切

さ
、
そ
れ
を
今
回
の
青
年
交
流
会
、

広
島
平
和
礼
拝
を
通
し
て
再
認
識
し

ま
し
た
。
誠
実
に
祈
り
を
捧
げ
、
自

分
自
身
、
そ
し
て
歴
史
と
対
話
を

し
、
時
勢
に
対
し
て
客
観
的
な
視
点

を
持
つ
こ
と
、
こ
れ
が
時
代
を
超
え

て
キ
リ
ス
ト
者
に
必
要
な
自
律
的
態

度
だ
と
、
私
は
感
じ
ま
す
。

（
広
島
平
和
礼
拝
実
行
委
員
）

（
神
戸
聖
ヨ
ハ
ネ
教
会
信
徒
）

（
姫
路
顕
栄
教
会
信
徒
）

　
　

  

（
徳
山
聖
マ
リ
ア
教
会
信
徒
・　
　

Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｎ
事
務
局
長
）

Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｎ
ネ
パ
ー
ル
震
災
支
援
募
金

口
座
：
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

１
５
５
８
０ - 

２
１
１
３
１
８
５
１

名
義
人
：
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｎ 

山
本
ア
サ
子

青
年
交
流
会

青
年
交
流
会

マ
リ
ア 

山
本
ア
サ
子

「
大
地
震
後
の
ネ
パ
ー
ル
を
訪
ね
て
」

「
大
地
震
後
の
ネ
パ
ー
ル
を
訪
ね
て
」

広島原爆逝去者記念聖餐式

ドレニ村、手作業での復旧は進まない

中
高
生 

み
ん
な
で
探
し
た 

宝
物

広
島
の
地
に
立
っ
て
、

　
　
　
　 

感
じ
た
こ
と

し
ょ
う
み
ょ
う



神 戸 教 区 報 ・ 神 の お と ず れ 2015年10月１日 発行（４）第66巻第８号（通算608号）神 戸 教 区 報 ・ 神 の お と ず れ 2015年10月１日 発行（１）第66巻第８号（通算608号）

発 行 所
神戸教区事務所

発行責任者
司祭　芳 我 秀 一

印　刷　所
文明堂印刷所

ＴＥＬ 078（351）5469
ＦＡＸ 078（382）1095
http://www.nskk.org/kobe/

2015年
10月号

司
祭　

オ
ー
ガ
ス
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ン　

小
　
林
　
尚
　
明

広
島
平
和
礼
拝
と
の
10
年

広
島
平
和
礼
拝
と
の
10
年

　

今
年
も
多
く
の
参
加
者
を
得
て
、

広
島
平
和
礼
拝
が
終
わ
り
ま
し
た
。

日
本
聖
公
会
の
全
て
の
現
職
の
主

教
、
韓
国
か
ら
金
根
祥
首
座
主
教
も

お
迎
え
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

ご
奉
仕
く
だ
さ
っ
た
皆
様
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。
こ
の
10
年
を
振
り
返
っ

て
何
か
書
く
よ
う
に
広
報
部
か
ら
依

頼
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
思
い
つ
く
ま

ま
書
い
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

＊
事
の
起
こ
り

　

２
０
０
４
年
の
６
月
に
行
わ
れ
た

沖
縄
研
修
に
参
加
し
ま
し
た
。
聖
公

会
神
学
院
の
同
級
生
上
原
榮
正
司
祭

（
現
主
教
）
か
ら
「
小
林
先
生
も
大

変
な
こ
と
で
す
ね
。
平
和
の
こ
と
を

す
る
の
に
何
も
沖
縄
ま
で
来
な
く
て

も
、
広
島
で
す
る
こ
と
が
あ
る
ん

じ
ゃ
な
い
で
す
か
」
と
指
摘
さ
れ
ま

し
た
。
今
か
ら
思
え
ば
、
そ
の
一
言

が
、広
島
平
和
礼
拝
の「
種
」で
し
た
。

広
島
に
帰
り
、
教
区
と
相
談
し
て
、

次
の
年
が
広
島
被
爆
60
年
で
し
た
か

ら
、
一
年
か
け
て
準
備
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。自
分
の
学
び
と
し
て
、

Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
の
碑
め
ぐ
り
サ
ー
ク
ル
に

入
れ
て
い
た
だ
き
、
一
年
か
け
て
広

島
に
点
在
す
る
原
爆
の
遺
産
や
関
係

場
所
を
学
ん
で
い
き
ま
し
た
。
そ
の

学
び
の
中
で
、
以
後
10
年
指
導
し
て

下
さ
る
こ
と
に
な
る
、
原
爆
資
料
館

の
ピ
ー
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
今
田
洋
子

先
生
と
知
り
合
い
ま
し
た
。そ
し
て
、

先
生
に
平
和
公
園
は
勿
論
、
御
幸
橋

コ
ー
ス
、
大
本
営
コ
ー
ス
の
研
修
を

し
て
い
た
だ
き
、
述
べ
40
名
近
い
聖

公
会
の
メ
ン
バ
ー
が
研
修
を
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
中
か
ら
今

年
は
10
名
が
３
コ
ー
ス
の
ガ
イ
ド
と

し
て
奉
仕
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

＊
発
展

　

被
爆
60
年
の
礼
拝
は
、
半
日
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
し
た
が
、
２
２
０
名
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
翌
年
２
０
０

６
年
11
月
に
南
ア
フ
リ
カ
の
デ
ズ
モ

ン
ド
・
ツ
ツ
大
主
教
様
が
広
島
に
来

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
チ
ベ
ッ
ト
の

僧
侶
の
方
も
お
招
き
し
て
、「
平
和

の
祈
り
」
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開

催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
会
場

を
探
し
ま
し
た
が
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の

世
界
平
和
記
念
聖
堂
が
い
い
の
で
は

な
い
か
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
お
話

を
持
っ
て
い
く
と
肥
塚
侾
司
神
父
が

対
応
く
だ
さ
り
、
素
晴
ら
し
い
会
が

出
来
ま
し
た
。そ
の
準
備
段
階
か
ら
、

「
８
月
の
平
和
行
事
を
一
緒
に
し
ま

せ
ん
か
。」
と
い
う
お
話
が
あ
り
、

平
和
公
園
の
供
養
塔
の
前
で
の
「
祈

り
の
集
い
」、「
平
和
行
進
」、
世
界

平
和
記
念
聖
堂
で
の
「
祈
願
ミ
サ
」

に
も
招
待
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
肥
塚
神
父
と
の
出
会

い
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
ル
ル
ド
へ
の
カ

ト
リ
ッ
ク
・
聖
公
会
合
同
巡
礼
や
復

活
教
会
の
東
隣
、
上
幟
町
公
園
で
の

ホ
ー
ム
レ
ス
の
人
た
ち
へ
の
炊
き
出

し
へ
と
発
展
し
て
、
炊
き
出
し
も
今

年
の
８
月
で
丸
６
年
に
な
り
ま
し

た
。
平
和
を
求
め
て
行
な
っ
て
い
る

行
動
が
、
神
の
国
の
実
現
に
導
か
れ

て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

＊
広
島
平
和
礼
拝
の
目
的

１
．
原
爆
犠
牲
者
を
追
悼
し
、
世
界

平
和
の
た
め
に
祈
る
。

２
．
原
爆
の
悲
惨
さ
、
戦
争
の
愚
か

さ
を
次
世
代
を
担
う
人
た
ち
に
伝

え
る
。

３
．「
主
の
平
和
」
を
学
び
、
そ
の

実
現
の
た
め
に
活
動
す
る
。

と
定
め
て
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
２

０
０
７
年
か
ら
は
、
各
教
区
か
ら
聖

職
１
名
、
信
徒
１
名
の
派
遣
を
要
請

し
、
広
島
で
の
滞
在
費
を
こ
ち
ら
で

負
担
し
て
い
ま
す
。
こ
の
要
請
が
遠

距
離
の
参
加
を
容
易
に
し
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
ま
た
年
々
、
参
加
す
る

生
徒
や
学
生
が
増
え
る
中
、
匿
名
で

多
額
の
献
金
を
く
だ
さ
っ
た
方
が
あ

り
、
そ
の
生
徒
や
学
生
に
一
人
１
万

円
の
補
助
も
提
供
し
て
い
ま
す
。

＊
Ｗ
Ｃ
Ｃ
来
会

　

今
年
の
平
和
礼
拝
と
同
時
期
に
、

Ｗ
Ｃ
Ｃ（
世
界
教
会
協
議
会
）
の
巡

礼
団
17
名
が
広
島
に
来
ら
れ
ま
し

た
。
管
区
渉
外
主
事
の
ポ
ー
ル
・
ト

ル
ハ
ー
ス
ト
司
祭
の
お
計
ら
い
で
し

た
。
５
日
の
カ
ト
リ
ッ
ク
と
聖
公
会

の
合
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
平
和
の
た
め

の
祈
り
の
集
い
」
で
、
巡
礼
団
の
団

長
メ
ア
リ
ー
・
ス
エ
ン
ソ
ン
監
督
が

平
和
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
一
番
い
い
と
こ
ろ
を
Ｗ
Ｃ

Ｃ
に
持
っ
て
い
か
れ
た
、
と
い
う
見

方
も
あ
り
ま
す
が
、
神
様
が
Ｗ
Ｃ
Ｃ

を
遣
わ
し
て
く
だ
さ
っ
て
、
カ
ト

リ
ッ
ク
と
聖
公
会
の
絆
を
祝
福
し
て

く
だ
さ
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

　

今
年
の
平
和
礼
拝
の
参
加
者
は
２

２
０
名
を
超
え
て
い
ま
し
た
。
最
初

に
蒔
か
れ
た
「
種
」
が
祝
福
さ
れ
て
、

30
倍
、
60
倍
、
２
２
０
倍
に
な
っ
た
、

と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
す
べ
て

を
導
か
れ
た
神
様
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。

８
月
23
日
（
日
）

　

ヨ
シ
ヤ　

吉　

谷　

啓　

次

岡
山
聖
オ
ー
ガ
ス
チ
ン
教
会

７
月
５
日
（
日
）

　

モ
ニ
カ　

石　

橋　

カ
ズ
子

　
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
カ　
片　

岡　

則　

子

　

パ
ウ
ロ　

本　

間　
　
　

淳

　

高
知
聖
パ
ウ
ロ
教
会

７
月
19
日
（
日
）

　

マ
リ
ア　

益　

田　

夏　

花

　

明
石
聖
マ
リ
ア
・
マ
グ
ダ
レ
ン
教
会

８
月
２
日
（
日
）

　

マ
リ
ア　

安　

信　

恵　

美

　

ハ
ン
ナ　

柳　

原　

康　

子

倉
敷
聖
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
教
会

８
月
８
日
（
土
）

　

ア
グ
ネ
ス　

寺　

本　

美
奈
子

　
　
　
　
　
　

前　

田　

哲　

志

呉
信
愛
教
会

７
月
21
日
（
火
）

　

ハ
ン
ナ　

國　

弘　

幸　

子

神
戸
聖
ペ
テ
ロ
教
会

７
月
27
日
（
月
）

　

ア
ン
デ
レ　

宇　

山　

光　

義

神
戸
聖
ミ
カ
エ
ル
教
会

８
月
22
日
（
土
）

　
ベ
タ
ニ
ヤ
の
マ
リ
ヤ　
佐　

藤　

タ
マ
ヱ

徳
島
イ
ン
マ
ヌ
エ
ル
教
会

８
月
23
日
（
日
）

　

ヨ
シ
ヤ　

吉　

谷　

啓　

次

岡
山
聖
オ
ー
ガ
ス
チ
ン
教
会

７
月
９
日
（
木
）

　
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ　
八　

代　
　
　

優

　

神
戸
聖
ミ
カ
エ
ル
教
会
よ
り

川
口
基
督
教
会
へ

７
月
11
日
（
土
）

　

セ
シ
リ
ア　

若　

林　
　
　

知

　

横
浜
聖
ア
ン
デ
レ
教
会
よ
り

神
戸
聖
ミ
カ
エ
ル
教
会
へ

８
月
４
日
（
火
）

　

ソ
フ
ィ
ア　

上　

野　
　
　

光

　

神
戸
聖
ミ
カ
エ
ル
教
会
よ
り

横
浜
聖
ア
ン
デ
レ
教
会
へ

◎
徳
島
聖
テ
モ
テ
教
会

　

７
月
25
日（
土
）、「
教
会
で
楽
し

む
大
人
の
ワ
イ
ン
会
」が
行
わ
れ
た
。

世
界
中
の
ワ
イ
ン
（
ミ
サ
ワ
イ
ン
）

と
持
ち
寄
り
フ
ー
ド
で
歓
談
し
、
礼

拝
堂
で
三
木
姉
の
リ
ー
ド
で
賛
美
を

す
る
と
い
っ
た
初
め
て
の
試
み
で
、

盛
況
。
年
内
に
、
第
２
弾
を
予
定
し

て
い
る
。詳
し
く
は
、当
教
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
米
子
聖
ニ
コ
ラ
ス
教
会

　

８
月
７
日（
金
）
〜
８
日（
土
）、

大
山
に
あ
る
松
蔭
ロ
ッ
ジ
に
て
米
子

聖
ニ
コ
ラ
ス
教
会
の
子
ど
も
の
教
会

学
校
の
キ
ャ
ン
プ
が
行
わ
れ
た
。

　

初
日
は
、
流
し
そ
う
め
ん
と
手
巻

き
寿
司
を
食
べ
、
夜
は
キ
ャ
ン
ド
ル

サ
ー
ビ
ス
や
花
火
、
肝
試
し
、
夜
の

虫
探
し
。
翌
日
は
礼
拝
後
、
川
遊
び

で
楽
し
み
、
自
分
た
ち
で
に
ぎ
っ
た

お
に
ぎ
り
や
川
で
冷
や
し
た
ス
イ
カ

を
食
べ
て
、
大
山
の
自
然
を
堪
能
し

た
キ
ャ
ン
プ
と
な
っ
た
。

◎
日
曜
学
校
キ
ャ
ン
プ

　

７
月
27
日（
月
）〜
28
日（
火
）
広

島
伝
道
区
合
同
日
曜
学
校
夏
キ
ャ
ン

プ
が
、下
関
祈
り
の
家
で
行
わ
れ
た
。

初
日
は
対
岸
の
門
司
ま
で
足
を
の
ば

し
て
鉄
道
科
学
館
の
見
学
や
関
門
海

峡
を
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
。
夜
は
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
ー
で
モ
ー
セ
の
十
戒
を
鑑

賞
し
た
。
翌
日
は
海
響
館（
水
族
館
）

で
夏
休
み
の
宿
題
準
備
を
行
っ
た
。

子
ど
も
26
名
、
保
護
者
と
ス
タ
ッ
フ

15
名
が
参
加
し
た
。

◎
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
メ
ン
ト
･
キ
ャ
ン
プ

　

８
月
13
日（
木
）
〜
14
日（
金
）

広
島
伝
道
区
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
メ
ン
ト

キ
ャ
ン
プ
が
下
関
祈
り
の
家
で
行
わ

れ
、
伝
道
区
内
の
聖
職
・
信
徒
16
名

が
集
ま
っ
た
。
こ
の
キ
ャ
ン
プ
は
伝

道
区
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン

プ
で
、
初
日
は
開
会
礼
拝
の
後
、
バ

イ
ブ
ル
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
そ

れ
ぞ
れ
の
教
会
や
伝
道
区
の
あ
り
方

や
課
題
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。
夜

は
場
所
を
唐
戸
に
移
し
て
関
門
海
峡

花
火
大
会
を
信
徒
宅
の
屋
上
よ
り
観

覧
し
た
。
翌
日
朝
に
は
聖
餐
式
に
与

り
、
最
後
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

伝
道
区
へ
の
提
案
を
ま
と
め
て
解
散

し
た
。

　

７
月
29
日（
水
）〜
31
日（
金
）
、

神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
を
会
場
に

第
59
回
全
国
保
育
者
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

毎
夏
、
全
国
の
聖
公
会
の
幼
稚

園
・
保
育
園
で
働
く
保
育
者
が
一
同

に
会
し
、
学
び
と
親
睦
を
深
め
る
集

い
で
す
。
各
教
区
が
持
ち
回
り
で
担

当
し
ま
す
が
、
今
年
は
神
戸
教
区
と

大
阪
教
区
の
担
当
で
し
た
。
実
行
委

員
長
の
福
永
君
二
兄
（
良
善
幼
稚

園
・
園
長
）を
中
心
に
、実
行
委
員
、

教
区
内
の
幼
稚
園
・
保
育
園
関
係
者

が
準
備
・
運
営
を
担
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
一
人
ひ
と
り
が
講
演
や
分

科
会
を
通
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
保
育

の
原
点
に
立
ち
返
り
、
子
ど
も
達
や

保
護
者
と
の
か
か
わ
り
を
振
り
返
る

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

鳩
だ
よ
り

鳩
だ
よ
り
《
敬
称
略
》

祝　
　

堅　
　

信

祝　
　

聖　
　

婚

ご　
　

逝　
　

去

教　

籍　

移　

動

1日
3日
4日
8日
9日
13日
17日
17日
18日
19日
20日
22日
28日
30日

司 祭
司 祭
司　祭
宣教師
司 祭
司　祭
伝道師
司 祭
伝道師
司　祭
司 祭
伝道師
宣教師
宣教師

クリストファー
山 本 早 太
山 辺 久 吉
ハ イ ド
児 玉 　 正
木 俣 茂 世
内 田 歌 子
ハ ン コック
末 吉 信 子
側 垣 正 己
秋 田 哲 三
塩 原 以 満
マ ッ キ ー
ボサンケット

レイモンド

パウロ
ヴァイオレット

アンデレ
モーセ
ルデヤ

ウイリアム
チッポラ
ヨハネ
パウロ

ジャネット
エイミ

日時　2015年11月５日（木）午前10：30
場所　神戸聖ミカエル大聖堂
司式　主教　中村　　豊
説教　司祭　河村　博之

11月の教区関係教役者
逝去記念聖餐式

＊11月の記念逝去教役者＊

逝去年月日不明の方々もお祈りします。

（
広
島
復
活
教
会
牧
師
、　
　
　
　
　

浜
田
基
督
教
会
管
理
牧
師
）

（
杉
野
　
記
）

スエンソン監督（メソジスト）と通訳の中村主教

大会実行委員

徳
島
伝
道
区

山
陰
伝
道
区

広
島
伝
道
区

祝　
　

洗　
　

礼

聖
公
会
保
育
連
盟

　
　      

全
国
保
育
者
大
会
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